
　
寛
永
寺
は
元
和
八
年（
1
6
2
2
）、徳

川
二
代
将
軍
秀
忠
公
と
天
海
大
僧
正
に

よ
り
、徳
川
将
軍
家
の
祈
願
寺
と
し
て
創

建
が
決
め
ら
れ
た
寺
院
で
、そ
の
三
年
後
三
代
将
軍
家
光
公

の
寛
永
二
年（
1
6
2
5
）十
月
に
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
山
号
の
東
叡
山
と
は
東
の
比
叡
山
の
意
味
で
、寺
号
も
延

暦
寺
に
倣
い
年
号
を
用
い
た
の
を
は
じ
め
、そ
の
後
の
造
営

も
比
叡
山
延
暦
寺
に
倣
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、寺
領
二
千
百
石
、寺
域
十
七
万
坪
程
で
発
足
し
た

當
山
は
次
第
に
整
備
さ
れ
、中
で
も
現
在
の
上
野
公
園
中
央

噴
水
の
地
に
五
代
将
軍
綱
吉
公
が
建
立
し
た
根
本
中
堂
は
、

間
口
45・
5
m
、奥
行
42
m
、高
さ
が
32
m
程
の
大
伽
藍
で
、ま

さ
に
江
戸
随
一
の
建
物
で
し
た
。

　
八
代
将
軍
吉
宗
公
の
時
代
に
は
堂
塔
伽
藍
三
十
余
棟（
歴

代
将
軍
霊
廟
を
除
く
）、子
院
三
十
六
坊
、境
内
地
三
十
万
五

千
坪
余
、寺
領
一
万
一
千
七
百
石
余
に
及
び
、文
字
通
り
日

本
を
代
表
す
る
大
寺
院
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、第
三
世（
守
澄
法
親
王
）か
ら
は
天
皇
家
よ
り
皇
子

を
迎
え
、以
来
幕
末
ま
で
山
主
は
輪
王
寺
宮（
一
品
法
親
王
）

に
よ
っ
て
承
け
継
が
れ
ま
し
た
。輪
王
寺
宮
は
東
叡
・
比
叡
・

日
光
の
三
山
の
山
主
を
兼
帯
し
、そ
の
存
在
に
よ
っ
て
、寛
永

寺
は
天
台
宗
の
実
質
上
の
本
山
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、広

く
わ
が
国
宗
教
界
全
体
の
上
に
立
つ
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
山
堂
は
、東
叡
山
の
開
山
で
あ
る
慈
眼
大
師
天
海
大
僧

正
を
お
祀
り
し
て
い
る
お
堂
で
す
。天
海
大
僧
正
が
尊
崇
し
て

い
た
慈
惠
大
師
良
源
大
僧
正
も
お
祀
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
般
に〝
両
大
師
〞と
呼
ば
れ
、庶
民
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
創
建
は
正
保
元
年（
1
6
4
4
）で
す
が
、た
び
た
び
火
災
に

遭
い
、現
在
の
お
堂
は
平
成
五
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
慈
惠
大
師
は
正
月
三
日
に
亡
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
元
三

大
師
と
も
呼
ば
れ
、霊
力
で
疫
病
を
退
散
さ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら

厄
除
け
大
師
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
慈
眼
大
師
は
法
力
に
優
れ
、ま
た
一
〇
八
歳
の
長
寿
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
健
康
長
寿
の
お
大
師
さ
ま
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
お
り
ま
す
。一
方
、大
師
に
よ
る
元
三
大
師
へ
の
祈
祷
に

よ
っ
て
四
代
将
軍
家
綱
公
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、元
三
大
師

は
子
授
け
大
師
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
清
水
観
音
堂
は
、京
都
東
山
の
清
水
寺
を
模
し
た
舞
台
造

り
の
お
堂
で
、寛
永
八
年（
1
6
3
1
）天
海
大
僧
正
に
よ
り

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、御
本
尊
も
天
海
僧
正
が
清
水
寺
よ
り
恵
心
僧
図
作

の
千
手
観
音
像
を
迎
え
秘
仏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
堂
内
右
手
の
子
育
観
音
は
、古
く
か
ら
子
授
け
の
信
仰
を

集
め
、子
ど
も
が
授
か
る
と
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
と
人
形
を
奉

納
し
供
養
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
で
は
家
庭
で
愛
さ
れ
古

く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
供
養
す
る
為
に
も
多
く
の
方
々
が

持
参
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
音
堂
の
裏
手
に
は〝
井
戸
は
た
の
　
桜
あ
ぶ
な
し
　
酒

の
酔
〞で
有
名
な
俳
人
秋
色
に
ち
な
ん
だ「
秋
色
桜
」と
呼
ば

れ
る
枝
垂
れ
桜
が
あ
り（
写
真
）、そ
の
横
に
は
人
形
供
養
塔

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

A4 二つ折りチラシ

　
元
禄
十
一
年（
1
6
9
8
）に
建
立
さ
れ
た
当
初
の
根
本
中

堂
は
、慶
応
四
年（
1
8
6
8
）彰
義
隊
の
戦
争
の
際
に
焼
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
根
本
中
堂
は
、明
治
一
二
年
に
川
越
喜
多
院
の
本

地
堂（
寛
永
一
五
年（
1
6
3
8
）三
代
将
軍
家
光
公
が
建
立
）

を
山
内
子
院
の
大
慈
院（
現
寛
永
寺
）の
地
に
移
築
し
、彰
義

隊
の
戦
争
で
焼
失
を
免
れ
た
寛
永
寺
の
本
地
堂
の
用
材
も
加

え
、再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
面
に
か
か
る「
瑠
璃
殿
」（
東
山
天
皇
御
宸
筆
）の
勅
額

や
、境
内
の
二
つ
の
大
水
盤
は
戦
火
を
免
れ
、創
建
当
時
の
面

影
を
今
日
ま
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
境
内
に
は
、四
代
将
軍
家
綱
公
御
霊
廟
の
梵
鐘
や
、當

山
中
興
の
学
僧
・
慈
海
僧
正
の
墓
、わ
が
国
最
初
の
講
義
を
伴

う
公
開
図
書
館〝
勧
学
寮
〞を
設
立
し
た
名
僧
・
了
翁
禅
師
の

塔
碑
や
坐
像
、そ
の
他
、虫
塚
な
ど
多
数
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

寛
永
寺
根
本
中
堂

か
ん  

え
い    

じ

こ
ん  

ぽ
ん 

ち
ゅ
う 

ど
う

不
忍
池
辯
天
堂

し
の
ば
ず
の
い
け   

べ
ん  

て
ん  

ど
う

開
山
堂（
両
大
師
）

か
い  

さ
ん  

ど
う

り
ょ
う
だ
い  

し

清
水
観
音
堂（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

き
よ  

み
ず  

か
ん  

の
ん  

ど
う

歴
史
寛
永
寺
の

歌川広重「東都名所　上野東叡山　全図」

　
不
忍
池
辯
天
堂
は
、天
海
大
僧
正
が
水
谷
伊
勢
守
勝
隆
の

支
援
を
得
て
、比
叡
山
麓
の
琵
琶
湖
竹
生
島
に
な
ぞ
ら
え
て
、

寛
永
年
間
に
不
忍
池
に
中
之
島
を
築
き
、そ
の
地
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
御
本
尊
の
八
臂
大
辯
財
天
も
、竹
生
島
の
宝
厳
寺
か
ら
勧

請
し
た
も
の
で
す
。

　
大
正
時
代
に
は
、伊
藤
忠
太
氏
設
計
の
も
と
竜
宮
門
も
建

て
ら
れ
ま
し
た
が
、昭
和
二
十
年
の
空
襲
に
よ
り
辯
天
堂
・
竜

宮
門
は
共
に
焼
失
し
て
し
ま
い
、昭
和
三
十
三
年
に
現
在
の
お

堂
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
に
行
わ
れ
る
巳
成
金
の
日
に
は
、早
朝
よ
り
多
く
の
参

詣
者
で
境
内
が
賑
わ
い
、ま
た
右
手
の
大
黒
堂
で
は
、縁
日
に

豊
太
閤
護
持
の
大
黒
天
尊
前
に
て
護
摩
供
養
を
執
り
行
い
、

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

か
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え
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ん


